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FOXR1

FOXR1; FOXN5; DLNB13; Forkhead box protein R1; Forkhead box protein N5
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、フォークヘッドボックス（FOX）転写因子ファミリーのメンバーをコードしています。FOXファミリーのメンバーは、約110アミノ酸からなるコアDNA結合ドメインを有する、単量体のヘリックス・ターン・ヘリックスタンパク質です。多くのFOX転写因子は、初期発生における細胞運命決定において役割を果たしています。このフォークヘッドボックスタンパク質は、他の多くのFOXファミリーメンバーに見られるC末端基本領​​域を欠いています。神経芽腫で一般的に欠失している11q23.3領域内に位置しています。[RefSeq提供、2008年7月],類似性：1つのフォークヘッドDNA結合ドメインを含みます。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	FOXR1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	FoxR1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

